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県内高齢化率 過去最高の27.6％ （後期高齢者、初の 50 万人超） 

袋井市“若いまち”を強みに… 
2025 年問題や一億総活躍社会の実現を見据え 

元気な高齢者らが活躍できるまちづくりに先手を打つ！  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化率が低い市町は、大企業の立地で雇用が多く若年層の流出が少ない  

こと、充実した子育て支援策で子育て世帯の呼び込みに成功していること  

などが、高齢化率の上昇を防いでいると分析。（参考）H28.6.2 産経新聞 
 

県内の高齢化は深刻だが、介護の必要がなく自立して生活できる期間を示  

す「健康寿命」は全国２位（男 72 歳、女 75 歳）の長さを誇っている。 

中でも 60～70 代の男性は、 

仕事をリタイアした後も 7～8 割

がさらなる社会参加を希望してお

り、こうした人材を社会に取り込

むことで高齢化の弊害が弱められ

るとする見解もある。 

県では、「健康長寿プログラム」

のほか、高齢者を経済の活力アッ

プに結びつけるための方策にも取

り組んでいる。 

【本市における地方創生の取組】  ３Days Worker’s Office 構想   

元気な高齢者らが「週３日程度の就労で、一定程度の所得が得られる仕組みづくり」 

輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議 

 地方創生 やらまいか通信 vol.46 


